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47歳

岩上憲司プロフィール

岩
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経 歴

フェイスブック
https://www.facebook.com/kenji.iwagami.gunma/

ホームページ 
http://www.岩上憲司.com/

群馬県ウエイトリフティング協会会長
 群馬県アーチェリー協会副会長
 前橋市バスケットボール協会会長
前橋市テニス協会会長
 群馬県野球連盟前橋支部副支部長
前橋市熟年野球連盟会長
 前橋市フェンシング協会副会長
前橋市ソフトボール協会顧問
前橋市パークゴルフ協会顧問
 前橋グラウンド・ゴルフ協会相談役
 東前橋グラウンドゴルフ協会顧問
 前橋市東部ソフトボール協議会顧問
群馬県高齢剣友会特別顧問
前橋八木節協会相談役
 前橋市聴覚障害者福祉協会顧問
群馬用水土地改良区顧問
前橋市斎場協力会相談役
 前橋市社交飲食業生活衛生同業組合相談役
群馬県司法書士会顧問
群馬県土地家屋調査士会顧問
 群馬県左官工業協同組合前橋支部顧問
群馬県再生骨材協会顧問
 群馬県内装仕上工事協同組合顧問
 群馬県自転車協同組合前橋支部顧問

昭和48年　1月22日前橋市に生まれる
昭和54年　慈照幼稚園卒園
昭和60年　前橋市立二之宮小学校卒業
平成  3年　明徳義塾中・高等学校卒業
平成  7年　東京農業大学農学部卒業
平成17年　群馬県議会議員　　  初当選（32歳）
平成19年　群馬県議会議員　2期目当選（34歳）
平成23年　群馬県議会議員　3期目当選（38歳）

主な役職

ツイッター
https://twitter.com/kenji_iwagami

平成27年　群馬県議会議員　4期目当選（42歳）
平成29年　 県議会発議条例等の検証に 

関する特別委員会副委員長
平成30年　 弱者・高齢者対策特別委員会委員長
平成31年　群馬県議会議員　５期目当選（46歳）
令和 元年　 自由民主党群馬県支部連合会総務会長
          同　 議会基本条例推進委員会委員長

〒379-2117　前橋市二之宮町1376-7　
TEL▪027-268-6301　FAX▪027-268-6302岩上憲司後援会事務所
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財政破綻を食い止めます！

ワースト

だから毎年、基金（預金）を取り崩し、穴埋めしています。

○○市1 位 100.9

前橋市2位 98.0

高崎市9 位 94.4

経常収支比率※

12市ランキング

（平成30年度決算、経常収支比率比較 ）

※比率が高いほど前橋市が
自由に使えるお金が少ない
ことを表します（財政悪化
と硬直化）。

前橋の未来のために健全財政実現
次世代へのツケ回しNO！

県内12市 財政の悪い順

1 前橋市の財政状況
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※29年度まで決算額、30 年度、31 年度は見込額です
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235億円
27年度（2015年）

154億8千万円
31年度末見込み（2019 年）

［基金残高の推移］

前橋市は厳しい赤字財政です

（定期預金）

基金残高



市民生活を守るため、市民目線で見直します！

民間事業になぜ５億円の税金を使うのか。
（公園、街路事業名目のからくり ）

これ以上の市民負担を食い止めたい!!

日赤跡地開発（CCRC事業）4

さらに財政悪化をさせてまでこの時期に行う事業だと思いますか？

市民の理解が得られるように再検討します。

新たな道の駅事業（前橋市田口町）3
敷地面積

７1,000ｍ²
年間維持
管理費

約1.3億円 約20億円

ゴミ処理に責任を持つために
用地探しをはじめます。

ゴミ処理問題（六供清掃工場延命策大失敗）2
　六供清掃工場に約125億円投入　修繕しても延命はたったの15年
清掃工場の生命線、電気設備は未改修（改修にはさらに60億円必要 ）

建設計画当時、移転建設なら175億円。最新鋭設備で30年稼働できました。

建設予定地はすでに８億円かけてサッカー場で使用中（新工場建設不可能 ）

新清掃工場建設には最低15年かかります。早急な対応が必要です。

ゴミ問題は市民の生活を左右する先送りできない大切な問題です。

約43億円
建設費

（全額市負担）
税金投入

（15年契約）



◦ 幼稚園、保育所、認定子ども園の副食費無料（月額約4,500円 ）

◦ 保育人材の育成・確保支援・処遇改善

◦ 学童保育、児童館活動の支援　

◦ 体験学習で逞
たくま

しい子供の育成

◦ 子ども会、育成会の支援、活性化

◦ 子育てに地域の知恵を活かす

◦ 安全な通学路整備

◦ 食育教育の充実・命を育む教育

◦ 安心して子ども達が遊べる公園管理

◦ ALT「外国語指導助手 」を全小学校に配置　

　 小学生の英語力アップ

◦ 中・高一貫校の設立検討

◦ 市立図書館整備

　（県立図書館との統合も含め検討 ）

◦ 中学校部活動の（スポ－ツ、文化 ）

　 レベルアップに外部指導者活用

◦ 前橋工科大学の改革

岩上憲司が目指す

子育てのまち前橋

教育のまち前橋



◦ 女性活躍推進計画を充実させ就業環境の整備

◦ 女性起業者の支援（無利子融資 ）

◦ 就労のための資格取得支援

◦ 女性が活躍する事業所、団体の表彰制度創設

◦ 市職員の管理職に女性を積極的に登用

◦ 健康寿命80歳実現、地域サークル活動の充実

◦ 済生会病院を利根西地区の拠点病院に向けて支援

◦ 介護人材の育成・確保支援・処遇改善

◦ 老人クラブへ支援強化

◦ 健康サークルの普及促進

◦ いきいきサロンの支援

◦ 認知症ゼロに向けてアクションプラン策定

◦ 物心ともにバリアフリーなまちづくり

◦ 移動ス－パ－の支援

◦ CSF（豚コレラ ）対策（更にスピード感をもって対応 ）

◦ 独自農業補助金制度創設　

◦ 農業水利施設整備促進

◦ 有害鳥獣対策強化

◦ ６次産業化と農産品海外、国内販路拡大対策室創設

◦ 災害を受けた再建施設等の償却資産税の減免

◦ 遊休農地の積極的活用支援

女性活躍のまち前橋

安心して暮らせるまち前橋

農業の元気なまち前橋

安心



◦ 業界団体と連携した人材確保

◦ 事業後継者育成支援

◦ 起業、創業支援 （創業センターなどの強化 ）

◦ トップセールスによる企業誘致

◦ 駅周辺のにぎわいづくり

◦ 市内業者優先発注

◦ 体験・野外活動型施設整備を

　 赤城山麓に展開

◦ 観光農業と食の融合

◦ 歴史・文化を活かした周遊観光

　（上泉伊勢守、萩原朔太郎、臨江閣、四公祭、平和資料館、 

　  三夜沢神社、式三番叟、お神楽等 ）

◦ 赤城厚生団地・キャンプ場再整備、赤城観光を展開

◦ 災害に強い河川・導水路整備

◦ 市民を守る避難指示の体制強化

◦ ハザードマップの再点検、周知

◦ 自主防災組織連携強化

◦ 消防団活動を活かした防災力アップ

◦ 除雪体制強化

赤城山と歴史を活かした観光のまち前橋

災害に強いまち前橋

元気な商工業のまち前橋



◦  市職員の意欲と能力で市民サービス向上

◦  規制緩和推進室設置（規制緩和に挑戦）

◦  町内各種団体への支援（役員不足対策・
負担軽減）

◦ 国・県補助金獲得強化

◦ 空き家対策（解体費補助増額）

◦  市営住宅の空き家対策
　（空き家1300戸）管理費１億円削減

◦ リサイクルの推進、ゴミの減量化

◦ 地区版コンパクトシティの検討

◦  行政手続きの簡素化とスピードアップ

◦ 地区の実情に合った地域内交通の確立

◦ 近隣市町村との相互乗入れ促進

◦ 交通系ICカード導入検討

◦ 公共交通利用者倍増による経費節約

◦ バス、マイタク、デマンドバス
　 ［バス・デマンドバス］（年間費用 ３億４千万）

　 ［マイタク］（年間費用 ２億１千万）

　 効率的運行で市民の足を守る

◦  中心街は民間活力を活かした持続可能
なまちづくり

◦ 高校、大学生による街づくり推進

    （インスタ映えスポット、サロンの設置等）

◦ 緑化を活かした街づくり

◦  県との連携強化（SDGsの推進、旧前
橋東商業高校跡地の活用継続等）

◦ 前橋総合運動公園拡張工事を早期完成

◦ 市民球場改修、新体育館建設等整備の検討

◦ 競技力向上、指導者確保、審判不足対策

◦ 学会、文化大会、スポーツ大会等の誘致支援

◦ 地域に根付いた伝統芸能の育成（発表の機会を拡大 ）

◦ 文化、歴史遺産保存・活用

◦ 世界に通用する国際人の育成

◦  外国人受入れ体制の強化・共生への啓発学習（地域、企業支援 ）

◦ 国際友好団体支援

◦ 軽スポーツ（グラウンドゴルフ場等）整備

◦ 障がい者スポーツ支援

◦ 文化・スポーツ協会等との連携強化

身近な施策

スポ－ツ・文化・国際都市前橋


